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は じ め に

ウェ ステルマ ン 肺吸虫　Faragonimus　 ・wester。zα，zj

（Kerbert ，　1878 ）　Braun，　1899 の終宿主体内における

移行 経路及び その発育 に関し ては，既に横川（定）（1915 ）

の詳 細な研究 があり， これらの事実は中川（1915 ），安藤

（1915 ～1917）らにより追試され一般に も承認されていた・

即 ち横川（定）によると， 犬又は猫に経 口的に摂取 された

本種 メタセルカリアは宿主の小 腸で脱嚢した後，小腸中

下部 で腸壁 を穿通し 腹腔内に脱出する．腹腔内の幼 虫は5

～7 日後 に横隔 膜を穿通し 胸腔内に侵入しはじ め，20

日以後に なる と胸腔内 の幼 虫は肺肋膜面から肺臓内に侵

入し，ここで漸 次発育し ，虫嚢が形 成され，産卵するに至

る と云 う．然し乍ら，横川（宗）ら（1957 ）は最近，本種肺

吸 虫の終宿主体内移行，特 に組織内穿通のメカニズ ムを

解明する 一つの手段 として 仔猫を用い，　Evans －blue法

を用いて検索した ところ，こ れまで知 られていなかっ た

新しい移行経路のあるこ とが明らかとなっ た．し か もこ

れらの新しい移行経路を中心 とし て各 種動 物体内での発

育 を検討した結果，動物 の種類 により，好適 宿主 と非好

適 宿主では著し い差異のあるこ とが明 らかにされた．即

ち横川（宗）ら（1959）は好適宿主 とし て，仔 猫及び非好適

宿 主 とし て，ラットを選び，これ ら動 物に一 定数 の本 種

メタセノレカリアを経 口投与し，感染直 後より長期間にわ

たっ てその虫体の移行状況を詳 細に観 察し た．その結果

好適宿主である猫では腸壁を 穿通して一 たん腹腔内に脱

出 した幼虫は，直ちに腹壁筋 肉内 に侵 入し，一 週日の後

に再び腹腔内にあら われ，爾 後腹腔内を上 行し， 横隔膜

を穿通して胸腔へ移行す るが，非好適 宿主 であるラット

では，一たん腹腔内に出 た幼 虫は直 ちに腹壁筋肉内に侵

入し ，前者の如く数日後に再び腹腔内 にあ らわれること

なく，そ のまま筋 肉内 を移動し ながら更 に深部筋肉へと

移行するが，その間，殆んど発育は認められないことを

明らかにした．

先に述べた安藤，横川（定）らも，犬，猫では本種メタ

セルカリア投与後一週日の問は腹腔虫体の検出率が極め

て低い点については注目したが，その理由としては虫体

が小さいため，その大部分が見のがされるためであろう

と考えていた．ただ安藤は感染後6 ～7 日に腹腔内に見

られる虫体は急激に大きさを増していることに着目し，

これ以後を第二幼弱期として感染直後の虫体と区別して

いる．即ち安藤が第二幼弱期としたのは丁度感染後約一

週日のもので，これは前述した如く一たん腹壁内に侵入

し再び腹腔内にあらわれた虫体とほぼ一致しており，ま

ことに興味深い．

然し乍ら，好適宿主体内では腹壁筋肉内に約一週日停

滞後，再び腹腔内にあらわれるのに対して，非好適宿主

では長期間にわたり腹壁筋肉内にとどまることの理由に

ついては未だ明らかにされていない．著者はこのような

両宿主体内における移行経路 の差異は恐らく宿主特異

性，換言すれば虫体の発育分化の適応性の差異に由来す

るものであろうと推察した．

そこで本研究においては好適宿主及び非好適宿主につ

いて，それぞれの移行経路途上における各時期の虫体の

発育及び虫体内部臓器殊に生殖器を中心とした形態学的

分化の推移を観察したところ，両者間には移行経路の差

とともに，著しい形態学的発育の差異をも認めた．ここ

にその観察所見の概要を記述し両宿主間における差異の

生物学的意義について少しく考察をつけ加えたい と思

う．

実験材料並びに 実験方法

1） 実験材料

実験 には愛 媛県松田川及び静岡県狩野川 のモク ズガニ

（19 ）
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（Er 加ふ ふりaponicus ）より分離し たウェ ステルマ ン肺吸

虫 メタセル カリアを使用し た．即ちモ クズガエの鰓に寄

生し てい るメタセルカリアは双眼実 体顕微鏡下に解剖 針

で分離し，筋肉内の ものは津 田（1959）のメタセル カリア

蒐 集法によりこれを集 めた．動物 の感染 に当っ ては各実

験群毎に同一時期に採取し た新鮮なメタセルカリアを使

用し た．

実 験動 物とし ては，本 種肺吸虫の好適宿主である仔猫

及び非好適 宿主とし てラットを使用し た．即 ち仔猫 は体

重160　g　から583　g　の雄16 匹，雌12 匹， 計28 匹 を使

用し た．ラ ット で は 体重100　g　より150　g　の もので 雄130

匹，雌130 匹，計260 匹を 使用し た．

2） 実験方法

上述の方法で得 た メタセルカリアを 仔猫では50 個あ

て，ラ ット では20 個づっ 経 口的 に投 与し た． 即ちピペ

ットに少量 の水 と共に一定 数のメタセルカリアを吸いあ

げ，こ れを動物 の口腔深く注入した後更に少量 の水を注

入し確 実に 嚥下されるこ とを 確認し た． 剖 検に 際し て

虫体の寄生部位の追究に は 下記 のEvans －blue法 を用い

た．

Evans －blue法について：

Lewert　eZαI　（1954 ）の方法を多少改変し た．即 ち，先づ0

．3％　Evans－blue注射液 を， 感 染動物の股 静脈 よ り徐

々に注射す ると粘 膜，皮膚 及び各種臓器は急速に淡青染

して くる． こ の際 ，　Evans －blueの青染が濃厚に 過 ぎる

と虫体 の検索 が容 易でないので，その量を勁物の種類に

より適 当に加減する．その量は ほ ぼ0 ．3％　Evans－blue

注射液10　cc～15　cc／kg　が適当である．注射後15 分 で剖

検する．若し 本種幼虫が組織内 に存 在す れば， その部 分

は，　Evans－blueの色素を強く 吸収し， 濃 青染し た 着色

斑 とし て認 められる．尚こ の着 色斑は他種寄生虫幼虫穿

入の場合に もみられるこ とがあ るので， 必ず本種虫体で

あるこ とを 顕微 鏡下に確認する必要がある．

虫体 の検査法：

体重100　g　当 り1 ．0～1．5　ccの0 ．3％　Evans－blue注

射液（第一製 薬）をエーテル麻酔した仔猫及び ラットの股

静 脈から注射し ，15分後に頸部動静豚 を切断し て瀉血し

死 に至らし め，先づ開腹，次いで 開胸し， 腹腔及び胸腔

を生理的食塩水で洗滌する．洗滌液中 の遊離 虫体の有無

を鏡下に検査する．次いで内臓 をシ ヤーレにとり出し ，

食 塩水で洗滌し ，洗滌液 中の虫体の有無 を検査する と共

に，腸管壁，横隔 膜，肝 臓， 肺臓にお ける青色斑点の有

無を精密 に検査し た．体腔壁，即ち腹壁及び胸壁にっい

て も同様に検査し，青色 斑点の認められた部位は鏡下 に

本種肺吸 虫幼虫の存在を検査し た．尚，肝臓，肺 臓等の

臓 器内に深 く侵入し た虫体については，ノヽ サミでこ れを

細かく切り，少量づっ2 枚のガラ スで圧平，饋 下に虫体

の有無を検査し た．

虫体 の形態学的観察方法 ：

上記の様な方法で得られ た各時 期の虫休は直ちに5 ％

ホルマ リン水にて固定し， 各群10 匹 づっ にっ いて， そ

の大き さ，即 ち体長， 体輻 を計測し た後，この うち3 ～5

匹につい ては， ヘマトキシリ ン染色し，型 の如 く圧平

染色標本 とし て形 態学的所 見を観察した．

観 察期間：

好適 宿主である仔猫の場合は観察期間 はメタセルカリ

ア投 与後6 時間より90 日まで とし， 非好適 宿主のラッ

トでは6 時問 より180 日まで とし た．仔猫 ではその観察

期間を90 日まで とし たのは， 本 種肺吸 虫はほぼ この期

間内に成熟し産 卵す るに至 るが， 他方 ラッド では後述す

る如 く，こ の期間内でもなお未だ全く未成熟で可及的長

期に わたっ て観 察する必要がある と考えられた から であ

る．

実 験成 績

1） 仔猫体内における虫体の発育

上述の実験により得られた各時期の虫体につき，その

大きさ（体長，体幅並びに口吸盤腹吸盤の径）形態学的

所見，即ち，主として生殖器の発育分化の状況及び皮棘

の性状について観察した．得られた成績を示すと次の通

りである．

a．　虫体の計測値：

メタセルカリアを仔猫に投与後，6時間，48時間，5

日，7 日，10日，14日，21日，42日，60日，67日，90日

の各時期に剖検して得た虫体につき，その大きさ即ち体

長及び体幅を測定し：LO匹以上の平均値をその検出部位

と共に示したのが次の第1 表である．勿論この際の検出

部位は，各時期においてもっとも多数の虫体が検出され

た部位であり，これらの部位以外からも虫体が検出され

ているが，少数のため除外した．従ってこれらの計測値

のすべては，その時期の同部位から検出された虫体につ

いてのものである．

尚，成熟後の虫体の発育をみるために，犬から得た感

染後281 日，720 日及び2 ，460日（約6 年9 ヵ月）の虫体

の大きさをも示した．内部臓器特に睾丸，卵巣，子宮等

の大きさの測定をも試みたが，その原基から分化発育過

（20 ）
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第1 表　好適 宿主（猫）体内における虫 体の発育

虫 体 の 大 き さ
体 長　×　 体　幅 ＊

0．49±0．03×0 ．30土0．030
．52±0 ．02×0 ．35土0．020
．67±0 ．06×0 ．45±0．020
．96±0 ．03×0 ．67±0．031
．06±0．04×0 ．70±0．051
．59±0．10×　1．01±0 ．022
．46±0．14×　1．37±0．084
．45±0．12×2 ．76±0 ．105
．38±0．15×　3．24土0 ．126
．50±0 ．18×　3．94土0．1410
．23±0 ．25×　5．42±0 ．1511
．23±0 ．95×7 ．12±0 ．2115
．97±1．71　×10 ．20±1 ．0211
．30±2 ．32×6 ．91±0 ．89

危険率5 ％における信 頼限界

6・1 鬨2 口　　　 ’5　　7
一

痼 墅 内　　　 康 腔 内

10　　　　　14－ 一 一

陶 腔 内　　　　 肺 臓 内’

（1 部 猫 脚 詐 皿町 臓 内）・

口 吸 盤
縱径×横径

0．0550
．0670
．0700
．0950
．0850
．1570
．1950
．3380
．4830
．4840
．5870
．7331
．0330
．734

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

0．0850
．0870
．1050
．1200
．1550
．2150
．2650
．3820
．3640
．4120
．5080
．6330
．9660
．534
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（単位はmm ）

腹 吸 盤
縱径×横径

0．080
×0 ．1050

．097×0 ．1130
．101×0 ．1170
．140×0 ．1530
．132×0 ．1750
．210×0 ．2360
．273×0 ．2920
．421×0 ．4020
．543×0 ．5740
．597×0 ．6400
．706×0 ．7720
．833×0 ．6991
．135×1 ．0370
．836×0 ．745

21 川

第1 図　好適 及び非好適 宿主 内ウェ ステフレマソ

肺吸 虫虫体の発育（21 日ま で）

韭 の途上 での大きさを測ることは，必ずしも容易ではな

く，又 個体差 がかなりあるため，ここでは省略し た．

そ の成 績を簡単に説明する と以下の通 りである．即ち

メタセルカリア投 与後6 時間の腹腔内 から見出 された虫

体と48 時間の腹壁内 侵入 虫体 とでは，そ の 大 きさは，

前 者が，　0．49×0．30　mm　（0．43～0．62×0 ．24～0 ．37），後

：者 が，　0．52×0 ．35　mm　（0 ．46～0．56×0 ．29～0．40） で殆

．んど差はみられない が，5 日後 の腹壁内 虫体では，　0．67

×0 ．45　mm　（0．59～0 ．75×0 ．43～0．48）とかなり大 きさを

堋 している．7日後の腹腔内 から見出 された虫体では，そ

・の大きさは，　0．96×0 ．67　mm　（0．89～1．06×0 ．62～0 ．75）

．と6 時間後の虫体の約2 倍に増 大し ている．　3日後及び4

日後の剖検ではすべて 虫体は腹壁 内に見出され， 腹腔

内には一虫 も見出されてい ない ．従っ て7 日後に腹腔内

に見出され た虫体はす べて， 腹壁内から再び腹腔内にも

どっ たもので， 腹壁 筋肉内で約2 倍の大きさに発育した

もの と考えられる．10 日後の虫体も腹腔内 に見出された

もの の計測値 であ るが， その大きさは，　1．06×0 ．70　mm

（0 ．96～1．15×0 ．62～0．78）で，7 日 虫体とそれ程著し い

差は認 められ ない ．尚，この時になる と腹腔内虫体は漸

次胸腔 へと移 行す るもの，或いは肝内 に侵入するもの も

みら れるが， これらの虫体 も腹腔内 虫体と大きさは殆 ん

ど変 りはない ． メタセルカ リア を投与し てから14 日後

には，そ の大半は胸腔へ移行してい るが，未だ胸腔内遊離

の形 で肺 臓内へ侵入の虫体はみら れない ．この胸腔内 遊

離 の虫体は，その大きさは，　1．59×1 ．01mm （1．50～1．66

×0 ．96～1．02）に達し10 日の虫体に比較し著しい増 大が

みられた．21日後には殆 んどす べて胸腔内へ の移行を完

了し ，肺臓内へ侵入の 虫体もみられるが，末 だ虫嚢の形

成はみられない．こ の胸腔内に見出され た21 日虫体は，2

．46×1 ．37　mm　（1．98～2．78×1 ．12～1 ．55）と更に著しい

増大を示してい るが，42日の肺臓内に既 に虫嚢を形成し

ている 虫体では，　4．45×2．76　mm　と胸 腔内遊離の21 日

虫体に 比較し益 々増 大している．同じ く60 囗の肺臓 の虫

嚢内寄生 虫体では未だ虫卵の形成はみら れない が，　5．38

×3 ．24　mm　となり，67 日では，既に成 熟し ， 産卵 がみ

ら れる が，　6．50×3 ．94mm となってい る．尚，興味 ある

こ とは，90 日虫体では10 ．23×5 ．42　mm，　281日 虫体で

は11 ．23×7 ．12　mm，　更に720 日 虫体では15 ．97×10 ．20mm

と，67日後の成熟虫 体に 比べて約3 倍近 く増大して

い ることである．なおこ れは犬 の感 染例であ るので直接

比較 するこ とは，必ずし も適 当ではないが，2，460日即 ち6

年9 ヵ月 経過の虫 体で は，そ の大きさは，　11．30×6 ．91mm

で，　720日の虫体に比較し て 著し く小さい が，恐ら

く， 或る一定の大きさま で増 大す ると，今度は 虫体の老

（　21　）
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化現 象と共に 虫体の萎縮を来たす もの と思 われ る．こ の

こ とは， 本 虫体の 各種臓器の 退行性変化から も 明 らか

で恐 らく猫にあっ て も同様のこ とが云える ものと思 われ

る．

以 上，経時的の 発育増大 の状況を グラフに 示し だの

が， 第1 図及び 第2 図であるが， これを 見る と前記 の

説 明は更 に明らか となろ う．即ち第1 図をみる と，2 日

～5 日更 に5 日から7 日の間の発育曲線は体長 体輻 とも

漸 次上昇 し，その発育速度が速いこ とを示している が，7

日乃至10 日の間は 一 時その発育が停止し 以 後再び ほ

ぼ同じ傾 斜でその増 大がみられる．このこ とは，2 日か

ら7 日までは腹壁内での発育を意味し，7 日～10日は腹

腔内，14 日以後は胸 腔内での発育を示してお り，腹腔内

では殆 んどその発育 がみられない ことを示している．尚

体長 と体 幅の増 大の割 もほぼ一 定し てい る如くである．

口吸盤 と 腹吸盤の増大の 傾向 を同時に 第3 図に 示し た

が，やは り体長， 体輜の増大に比例して増大してお り，

常に腹吸盤 が口吸盤 より大きい ことを示し てい る．

b． 各 期虫体の形 態学的所 見

仔猫 体内 における 虫体の移行 時期， 検出部位及びこれ

に伴 う虫 体の大きさについ ては，前 項で述べた通りであ

るが，こ れらの各期 の虫体の形 態学的所 見，特に生殖器

の発育分化 の状況は以下 の通 りであ る．尚，本種肺吸虫

の形態については既に諸家 の報告 があ るので，その詳細

は省略し，腸管内容，卵黄巣， 卵巣， 子宮，睾丸の発育

分化 の過程 を追究し た．尚本種 肺吸虫と他種肺吸虫の重

要 な鑑別 点の一つ とされてい る皮棘の形 態につい て も観

察し た．

・腹腔内に みられ た6 時間 虫体では全く脱嚢直後の幼虫

と形態的差 異は認 められ なかっ たが，以 後の発育状況 と

比較する意 味で，そ の形態 の概略 を示 すと次の通りであ

る． 囗吸盤 背壁に穿刺棘 が明 らかに認 められる．腸管の

屈曲は未 だ必ずし も著明 でない が，紡 錘形 の内皮細胞様

の有核 の腸上皮細胞 は極めて鮮 明に配 列し， 腸内腔には

無構造 のヘマト キシ リンに単染し た顆粒状物が認 められ

た． 虫体両 側縁 の内側部で腸管 との間の体組織内にはや

や クロマチ ンの豊富 な細胞 が，I ～2 個づっ集 合し て散

在しているが，恐らくこれが卵黄巣組織 の原 基と思われ

る．然し乍らこの部位において は既 に発育分化しつつあ

る角皮下筋細胞の不規則な配列 も同時にみ とめられるこ

とから その形態学的識別 は 必ずし も 容易で はない ．こ

れ等は未だ全く腺様構造を示しておらず甚 だ未分化的 な

原 基細胞 と思われる．
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腹吸盤外廓の左縁より腸管屈曲部内側にわたっての体

組織内にクロマチン豊富な原形質の濃染した数個又は

十数個の細胞が集塊をなして配列しているのが認めら

れる．これが恐らく卵巣原基と思われる．

子宮はその原基と思われるものも未だ全く確認出来なv

．ヽ

睾丸の原基組織としては第二腸管彎曲部の内側彎入部

の体肉内に，両側ほぼ対称的にクロマチンの豊富な原形

質の好塩基性を呈する細胞群が5 ～7 個密集している．48

時間後の虫体（写真1 ）は殆んど腹壁内にみられる

が，その形態は未だ6 時間の虫体のそれと殆んど差はみ

られない．　穿刺棘は尚明らかにみとめられるものがあ

る．両側腸管はほぼ定型的な屈曲を示している．それ以

外には卵黄巣，卵巣，睾丸の原基と思われるものは認め

られるが，6 時間虫体との差は殆んどみられない．子宮

の原基と思われるものも未だ確認出来ない．

5日後の虫体（写真2 ，　10及びn ）も殆んどすべて腹

壁筋肉内にみられた．この時期の虫体はかなりその大き

さを増している．穿刺棘は尚観察標本の一部にみとめら

れるが初期のものに比べて変形縮少し消失過程にあるも

のと思われた．諸臓器の分化発育には未だ特記すべき程

のものはないが，各種臓器とも多少の増殖分化が認めら

れた．即ち腸管の発育は著しく，腸壁の上皮細胞は扁平

のものよりむしろ骰子状のかなり厚い上皮細胞が比較的

規則正しく配列し，核は扁平のものも存在するが，円形

若しくは紡錘形を呈するものが多い．上皮細胞内の原形

質には時として透光性の微細顆粒やヘマトキシリンに単

染する顆粒が認められる．腸管内には黄褐色を呈する微

細顆粒状物や無構造の液状物が，かなり多量に存在して

いる．

前記虫体で卵巣原基の認められた部位即ち腹吸盤の下

縁側方には更に多数の細胞集塊が認められた．これら細

胞の核質のクロマチンは極めて豊富であり原形質の好塩

基性も強く，大凡の形態は卵円形 若しくは多角形を呈

し，体肉組織その他周囲組織との識別は極めて明瞭で，

かなり増殖分化の像を示している．

尚，前記虫体では子宮の原基は確認出来なかったが，

この時期の虫体では卵巣原基組織の下方に卵巣細胞より

もややクロマチンに乏しく，その形状は多角形又は紡錘

状をなす細胞の不規則な分布が，始めて認められた．体

肉細胞との形態学的な識別は，必ずしも未だ明瞭ではな

いが，卵巣組織より延びた子宮組織の原基細胞群と考え

られる．



睾丸 もやや分化 の像がみら れる．即ち， 右睾丸では数

十個 の クロマチンに 富 み原形 質が 好塩基性を 示してい

る細胞 が，上下 に索状 に配列し てい る像がみられ，左睾

丸で は 数 個 又は十 数個の 同様の 細胞が3 ～4 個索状配

列 をなし，そ の他に2 ～3 個の島状に配列した細胞集塊

とし て認 められた．

両 側腸管 にはさまれた体肉内に，比較的 クロマチ ン豊

富 で，原形 質がや やヘマトキシ リンに濃染し た細胞が2

～3 イ固づっ集 積し て散在するのがみられ た．こ れらは未

だ腺 様構造を示し てい るか否かは明らかでは ないが，そ

の染 色性 の差や位置的 関係から恐らく卵黄巣 の発生分化

を示 すもの と考えられる．

7 日虫体：この時期には腹壁筋肉内に認 めら れた虫体

は極めて少数で，その殆ん どが腹腔内遊離 虫体であ る．

従っ てここに観察した虫体は腹壁侵入の時期を終 り腹腔

内 に再 び出現し たものと考えられる．この時期 のものは

著し くその大きさを増大しているが，その内部臓器 の分

化 も漸 く活澂になっ てい るよ うである．穿刺棘 は尚残渣

し てい るものが多 くその形状は非定型的に変形縮少し一

部 では不正 の塊 状をなしている もの がある．卵 黄巣 の構

造 は， ほぼ5 日虫体と同様であるが 体肉組織 との識 別が

染色性 の差異からかなり鮮明 となってい る． 細胞 の配列

状態 から腺組織を思わせる構造が うかが われる．

卵巣組織は腹吸盤の下縁を中心に上1／3は腹吸盤 に被わ

れ鮮明でない が，下2／3は体の中心線 より右 に傴し塊 状を

なし ，クロマチ ン豊富な強い好塩基性 を示し た細胞集団

とし て認められる．しか 乱 こ の細胞集塊 の右側（又は左

側）下縁の部には殊に強く好塩 基性 を示 す細胞集 団が認

められるが，これは恐らく最初 の虫体にみられた最も未

分化な原基細胞の集塊に一致す るものと思われ，核 分裂

の像 もかな り多数認 められる．特 に濃染し たこ の細胞集

塊より主 として右方 （又は左方）及 び上 下にややまばら

に同種細胞群が延びてお り，卵巣 の分枝 を形成 するもの

と思われるが，未 だその形は明ら かでなく隹 かに一 部瘤

状の突起 として認 められ るにす ぎない ．

子宮の原基 と思 われる細胞 はこ の時期におい ても未だ

明らかには追跡し難い昿 卵巣 組織とやや はなれた下方

及び左上方 （又は右上方） に向っ て細い 索状又は散布性

に同性格の細胞群が認 めら れるが， その位置的 関係から

推察する と子宮の原基 とみ るべきであろう．

睾丸は中心線をへ だてて左右 ほぼ対称的 に腸管彎入部

の体肉内に濃染した細胞集塊 として認 められた．即 ち，

右側では円形の核を有し原形質 がヘマトキシリンに濃染
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した細胞群が数十個づっ集塊をなし，更にそれらが1

～2 列の細胞群をもって相互に連結し，恰も細胞群を中

心にして4 ～5 個の小さい突起を形成する如くである

昿 未だその分枝数は一定せず未分化状態の細胞の塊か

瘤状に拡かつているに過ぎない．左側睾丸でもほぼ定位

置に数十個の細胞集塊をなしこれを 中心として1 ～2

例に並んだ細胞が放射状に配列し，5 ～6 個の突起とし

てみとめられるが，未だ定型的とは云い難い．卵黄導管

及び総管の形成はこの時期では未だ確認出来ない．

尚，卵巣組織の認められる部位の直下に卵巣細胞と同

様に好塩基性を示す細胞の集団が認められた，この細胞

集団には内腔の形成は明らかではないが，或いはメーリ

ス腺の原基に相当するものではないかと思われる．

10日虫体：この時期においては7 日虫体と同じく腹壁

内虫体は殆んど見出されず，腹腔内遊離のものが最も多

いが，この時期には，胸腔内移行をはじめる虫体も見出

される．然しここには主として腹腔内遊離の虫体の所見

について述べる．

卵黄巣細胞はこの時期には著しくその分布範囲は広ま

っている．即ち，体前部より後端部に至るまで腸管外側

即ち体側線に沿って散在し，特に体前端部ではその分布

は比較的濃密である．即ちこの時期においては卵黄巣は

かなり鮮明に分化して来たことが認められる．卵巣（写

真12）は腹吸盤下縁，右側（又は左側）に一部腹吸盤に

被われているが，不規則な形の細胞集団として認められ

る．精査するに本細胞集団は3 ～4 個の細胞集団より構

成されており，卵巣の分枝を形づくるものと思われるが

未だ定型的とは云えない．

卵巣組織の左側（又は右側）腹吸盤の後方より上部に

かけて索状に同種細胞か工～2 列の配列で恰も木の芽の

如き突起を延している所見が認められたが，これは恐ら

くその位置的な関係から子宮の原基組織と思われる．

卵黄導管と総管の形成，或いはメーリス腺卵形成腔は

未だこの時期では確認出来ない．

睾丸は前記虫体と比較して，より分化しているとは云

い難く，左右睾丸の形態的差異は明らかではない．穿刺

棘は尚観察標本の一部に残遺していた．

14日虫体（写真3 ）：この時期には腹腔内遊離の虫体

よりは胸腔内虫体の方が数多く見出されている．角皮下

筋細胞の増殖像が著明に認められる（写真13）．

卵黄巣の発育分化は未だ前記虫体と著しい差はみられ

ない．

この時期になると卵巣は腹吸盤の下縁よりやや右（又
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は左） で， 大きく6 つの短く，且太い棍棒状突起 を形成

し てい る状態がうかがわれる．未だ定型的 とは云い難い

が， かなり分化発育したもの と考えられる．

前 記虫体 と同じく， 腹吸盤の左縁（又は右縁）に一部腹

吸 盤に被われて好塩 基性細胞 の集塊が見られる が，そ の

位 置的関係から将来の子宮組織の前段階の もの と思 われ

る．細胞自体の性格は卵巣 組織 と大差なく，やや塩基性 に

乏 しい核 と原形質を有し核分裂の像 も認 められる が，未

だ全 く単なる凹凸不規則な島状の細胞の集ま りであって

本 来の子宮の形態学的特徴は未だ認められない．本 細胞

群 の下縁 より同種細胞群が卵巣組織に向って突起状 をな

して延 びてい るが両者の連結の状態は必ずし も明ら かで

はない．子宮組織の中には未だ顆粒状物質 の出現 も認 め

ず 卵及び卵殻の形成 は全く認められ ない．

卵黄導管は明らかではないが，卵黄総管 の形成は明ら

かに認められる．卵黄総管の一部は卵巣のやや 下方 を横

ぎり体の中心部よ り更に右側へほぼ一直線 に走 り，そ の

両 端はやや上向し腸管屈曲部の中に埋没 されてそ の経路

を追求出来ないが，比較的大型の （必ずし も紡錘状内皮

鈿 胞様ではないが），細胞が 一列にきれいに 配 列し，内

尨 は明るく，総管内腔の形成は明ら かに認 められる．総

管腔内には微細顆粒状物質 が少し認 められ るが，成熟 し

た ものにおいてみられ るが如き卵黄 顆粒 の充 満し た様な

所 見は認 められない．

右睾丸は左右に延びた長楕円形 を呈し，そ の下部 におV

てヽ一部膨隆を示している が，未 だ分枝 の状態 は明 らか

で はない．核分裂の像は数個みられ るが固有 の突 起を未

だ認 めず，前記虫体に比して多少 の数的増加 が認 められ

る程度であ る．左睾丸は定位置 を中心 として4 ～5 個の

不 規則な突起を出している が，未 だ定 型的 な分枝 とは云

い難く，瘤状で短く，全体の形 として は横 に延 びた生姜

状 を呈し，右睾丸に比べる と， かなり分化発育 を示 して

い る と思われる．穿刺據は もはや全くみ とめることが出

来 なかっ た．

21日虫体：この時期の虫体は殆 んどすべ て胸 腔内 に移

行 し一部既に肺臓内に侵入す るものもみられ， 大きさを

著 しく増している．これに比例して各種臓 器の分化 の度

もかな り著明 となっ ている．即 ち，卵黄巣 組織 の原形 質

は強塩基性 を示し，相互の位置的 関係 及び 体内分布 の状

況 がより鮮明 とな る．これ ら細胞群 は明らかに腺様構造

を示し てい る．

卵巣組織（写真14 ） の基部 となる細胞集団 は腹吸盤 下

縁直 下に濃密に集合し，体 右側（又は左 側）に向っ て恰も
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手指 を出せ る如 く短小 なるも先端純円に終る3 ～6 イ固の

分技 を示し， 卵巣 の根幹組織も著明にて，その形態は本

吸 虫特有 の形態 を思わせる発育状態にあるこ とが認 めら

れる，こ れら細胞 群の中には細胞分裂の認められる もの

もあ るが， クロマチンの量や 原形 質の強い好塩基性 は，

やや 減退し た感じ である．

子宮 の原基 はこ の時期には明らかに認められる．即 ち

卵巣 の基部 とし て認 められる細胞集塊のすぐ左側から，

帯状 の数 列の細胞索 が体の左方 に延び細胞の稠密さ が加

り，更に上向し，左 腸管彎 入部の手前で先端純円 な梶棒

状 をなし，再 び内側にほんてんし細胞数を著しく増し な

がら索状 をなし て中心 部に向っ て延びている．ほ ぼ中心

部でこれら の細胞の一部 は明らかに内皮細胞様 の形態学

的変化 を示し，同じ く末端部は嚢状盲管 として終る もの

の如 くなるも， 体肉組織に 被われ 必ずし も 追求出来 な

い．こ の組 織内には僖 かに非染色性顆粒物質が認めら れ

る のみで， 卵殻形 成機転に関与する と思 われる卵黄顆粒

の移動 像，又 は卵殻形成 の初期像は全く認められ ない．

然し乍ら2 週間前後の前記虫体では全く未分化 な細胞集

団 とし てし か認 められなかっ た ものが，この時期 におい

て急速 に分化し 子宮腔形成への足が かりが確認 され たこ

とは注FI すべきである．

メーリス腺や殊に卵形成腔の存在は必ずし も明ら かで

は ない が， 前述の卵巣組織の基部 と子宮組織 の細胞集塊

とを連結するやや狭小な部分は，不鮮明ではあ るが細胞

の配 列や原形 質構造に多少の差異が認 められ，恐ら くこ

の部 におい て形 成されっ つある と思 われ る．即 ちほぼ3

週 間前後で未熟な臓器発生の時期から，子宮嚢 の形成 と

卵形成 腔と云う，やや成熟前期への移行が認 められ，こ

の時期は本吸虫発育の形態学的観点 と， 虫体 移行発育 史

的 な面を観按して注目すべき時期 と思 われる．

卵黄総管は前記虫体ですでに明ら かに なりつつあ るこ

とを記 載したが，この時期 の虫体で はいっそ う明らかに

認 められる．即ち，卵巣の下方で両側腸管 の間を連結す

るが如く，かなり太い帯状導管が交叉し， 細胞 構造も前

記 虫体 と同様で内腔 も不鮮明 ながら形成 されており，ほ

ぼ正中線 の位置で総管の膨大部 の形成 されっ つある状態

が確認される．

睾丸（写真15 ）もこの時期に なると前記 虫体に比して

更 に分化 発育し本種肺吸 虫特有 の形態 をとりっっ ある と

云 える．即ち左右睾丸 ともその分枝 の状 態が著明に認め

られるが，その分枝の数は4 ～6 本で必ずし も確認 出来

ない ．前述した卵巣組織の成熟前期に近い形態 とあ わせ



て 生殖 器官 の一連の発育分化 の過程 がこ の時期 にかなり

確 然 とし得る点は重要な所見であ る．

42 日虫体（写真4 及び16 ）：この時期 の虫体はすべて

肺 臓内に虫嚢を形成し，そ のなかに2 ～3 虫づっ 同棲し

てい るのが通常である．

この時期には卵巣は不完全 ながらも基幹部と6 本の分

’枝が明らかに認めら れ，成熟型 の形態 にかなり近づいて

いるこ とが認 めら れる． その位置は腹吸盤の直下で体中

心 部 よりやや左 （又 は右） に偏し て存 在している・

睾丸は ほぽ定位置 に， 即ち左右対 称的 に腸管の第二彎1

曲下行脚 と第 三彎 曲上行脚の間に存在し，左右共 に5 ～6

本 の棍棒状 の分枝 を明らかに示し，更に成熟型 に近い

二形態 を示 す様になっ て来ている，

卵巣 の基部 より中心に向っ て子宮組織 の細胞 群が集 結

し ており， この細胞集塊の後壁並びに一 側に明 らかに子

″宮 腔と考えられる管腔が迂曲してい るのが認 められる．

子 宮 腔内には卵黄顆粒を もっ 細胞群 が数 個認められてい

るが，卵殻形成は未 だ認 めるこ とが出来 ない ．卵黄総管

．は極めて明瞭に認 めら れる．即 ち卵巣 の下方において両

一側腸管を連結する如く，帯状 に延 びてい る．体中心部に

ーお いて認 められ る膨大部 では卵黄顆粒と思われる黄褐色

・の油滴状物質 をもっ た顆粒が充満している・

卵黄巣については前述し た前 期虫体とほぼ同様の所見

で あ るが， 細胞数 がかなり増加し ているこ とが認 められ

る．

60 日虫体（写真5 及び17 ）；卵巣は 更に大き さを 増し

て ，前期 虫体におい て棍棒状の分枝 として認 めら れたも

・のは更 に瘤状突 起が分明にな り，殆ん どそ の形態 におい

て も大きさにおい ても成熟型に近く発育分化し たことが

ミ認 められる．

睾丸 はもはや定型的な形態に発育し，そ の大きさの増1

大 も著明である．その位置 も定位置であ り， 大きさ，形

售 ， 位置共に成熟型に 等しい と 云っ ても 差 しっ かえな

い と思われる様に発育分化し てい る． その分枝の数は5

～6 本であっ たが，成書 に云 われる如 く左 睾丸の分枝は6

，右睾丸の分枝は5 本 と云 うが如 き一 定の関係は認め

ら れ なかっ た．

子宮では，前期 虫体 におい て細胞集 塊として認められ

．た ものは， もはや管腔 を明らかに形成し つつ迂曲し一部

，は糸巻様に管腔が から まり合っ てい るが，末端において

．は明 らかに管腔 の中に卵黄顆粒が充満している のが認 め

られ る．一部 におい ては顆粒物質は均 質に融合し卵殻形

成 の初期像を思わせるが如き所見が認 められ るが， 未だ
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卵殻の形成は認められなかった．

卵黄巣は前期虫体よりも更に細胞数が増加し，樹枝状

末端部では島状となり，ほぽ完成された形態と分布を示

している．

67 日虫体：前述の60 日虫体でほぼ成熟型に近い形態

を示していたが，未だ子宮内には完全な虫卵は認められ

なかった．　然しこの67 日虫体では子宮内には完全な虫

卵が充満しており，糞便内にも既に虫卵が見出されてお

り，既に産卵が開始されていることを示している．これ

ら成熟虫体の形態学的所見は先人の詳細な報告があるの

でここではその記載は省略する．

90 日虫体（写真6 ）：　67日虫体でも虫嚢内の虫体は既

に成熟していることは前述した通りで，この時期の虫体

はすべて完全に成熟している．然し時に胸腔遊離の虫体

には未成熟のものがみられる．尚，同じ成熟虫体でも90

日以後のものは67 日虫体に比較して約2 倍近く増大し

ていることは興味深い．

第2 表　皮棘 の発育（猫）

感染後 日数

21　 日42

口

60　 日67

日

90　 日

・・■－－－WS－－b■2817202

，460

日

日

日

口 吸 盤 附 近

0 ．0057 ～0 ．00690

．0061 ～0 ．00690

．0063 ～0 ．00690

．0068 ～0 ．00730

．0074 ～0 ．0078

－－－－－一 一－－… － 一 一 －－一一一一0

．0146 ～0 ．01720

．0222 ～0 ．02660

．0233 ～0 ．0266

（ 単 位 はmm ）

腹 吸 盤 附 近

0

．

0053
～0

．00630

．0053
～0

．00e30

．0063
～0

．00670

．0063
～0

．00670

．0063
～0

．0067

・■－－－－－－－■■一 呷－゛゛－■■■■－－■魴－－■■蚰■0

．0094
～0

．01330

．0130
～0

．01990

。0145
～0

．0233

1）　14日以前 は点状に認 められるのみにて計 測不能2

） 点線以 下は犬 の場合

皮棘 につい ては 肺吸 虫の 種類 の 鑑 別 に お い て 皮棘cuticular

spine　の配列，及び形 態は重要な鑑別点 とされ

てい るが，本 種肺吸虫にあっ ては， この皮棘が単生し て

い るこ とが特徴である．各時 期における虫 体の皮練 の形

態 につい てみる と 脱嚢直後 から20 日頃までは そ の大 き

さも殆んど変りなく極 めて観 察し 難いが，21 日虫体頃 よ

りこれら皮棘はそ の観 察が容 易となり，その形態 も明 ら

か となっ て来た．即 ち，皮棘 の観察が容易 となる だけ で

なくその大きさ も虫体 の増 大に伴なっ て増大する ものの

如くであるが，数 の増加 はみられないよ うであ る．皮 棘

の先端が2 分或い は3 分し た 異常な 皮棘は90 日頃 まで

の虫体ではみられ なかっ た．犬にっ いてであ るが，染 感

後281 　0以後では前記90 日までの 各数値 と 比較し て約

（25 ）
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感染 後
日　数
－
6 時間
2
5
7

10
14

21
28
49

180

日

日

日

日

日

日

日

日

日

腹
腹

虫 体の主 な
検 出 部 位

壁　 筋
μ

／／

／／
／／

第3 表　非好適 宿主（ラ ツト）体内 におけ る虫 体の発育

腔
肉

腰　 部　 筋　 肉

胸部及び腰部筋肉
μ
μ

肺虫嚢内の虫体 42

49

70

180

虫体 の大き さ
体　長　×　体　幅＊0

．49±0．02×　0．29±0 ．020
．51±0．03　×　0．30土0 ．020
．62±0．05×　0．33±0 ．030
．70±0．07　×　0．36±0 ．030
．71±0．04×0 ．36±0 ．030
．72±0．08×　0．37±0 ．020
．73±0．06×0 ．36土0．040
．82±0．07×0 ．41±0 ．050
．82±0．08×0 ．42±0 ．050
．74±0．07×0 ．46±0．04

日

口

日

日

肺虫嚢 内

／／
μ
μ

3．935
．06

5．425

．53

×2 ．01

×　3．07

×　3．22
×

2 ～3 倍に増大している．皮練の大きさを測定した結果

は第2 表の通りである．

口吸盤及び腹吸盤については虫体の発育にともなって

口及び腹吸盤共にその形状の増大と構成筋細胞の増殖が

明かにみとめられたので各々の時期について夫々縦経及

び横経を計測して見た．その結果は第1 表に示された様

に時日の経過と共にそれぞれの計測値も増大してゆき感

染後2 週日にしては初期の略々3 倍大に8～10週日には5

～9 倍に増大していることが明かにされた．然し乍ら

何れの時期を通じても常に腹吸盤のそれは口吸盤よりも

大きくこの両者の関係は変ることがなかった．

2） ラット体内における虫体の発育

ラットに本種メタセルカリアを投与してから，6 時間48

時間，5 日，　7　9，　10日，14 日，　21　g，　28日，49

日，　180日の各時期の虫体の大きさ及び形態学的所見は

次の通りである．

∧ ＼

‘　　　　　　　　　 爿丿長

Tノ＼
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第2 図　虫体 の発育
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24600
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（26 ）

口 吸 盤
縱 径 × 樮 径0

．050×0 ．0750
．065×0 ．0950
．069×0 ．0990
．075×　0．1050
．080×O ユ120
．085　×　0．0900
．085　×　0．1050
．085　×　0．0950
．080　×　0．0900
．075　×　0．100

（単位はmm ）

（m． ｜

0 ．4

0．30

．2

0．1

腹 吸 盤
縱径 × 横径0

．075　×　0，0800
．085　×　0．1050
．085　×　0．1130
．087　×　0．1270
．091　×　0．1270
．095　×　0．1300
．097×　0．1300
．107　×　0．1330
．130×0 ．1350
．n5 ×　0．130

0　5　10 21

第3 図

＊ 危 険率5 ％における信頼限界

42　49

ノ ゛

60

口吸盤 及び腹吸盤 の発育

卯ll

a．　　虫体の計測値

前実験 と同じく，上記 各時期の虫体の大きさについ て

は10 個以上の平均値 をとり， そ の検出部位 と ともに示

し だのが，第3 表，及び第2 図 であ る．即 ち，6 時間 虫

体はすべて腹腔内遊離の 虫体で あるが， その大きさは，0

．49×0 ．29　mm，　（0．46～0．51×0 ．24～0 ．33）48 時間 虫

体はすべて腹壁内侵入虫体で，大 きさ，　0．51×0 ．30　mm

（0．40～0．59×0 ．27～0 ．33）で，5 日虫体も同 様腹壁内の

虫体で，その大きさは，　0．62×0 ．33　mm　（0 ．54～0 ．69×0

．29～0．40） であっ た．こ の時期 まで は仔猫 の場合もや

はり腹壁筋肉内にみられてお り，そ の大 きさも両者 とも

著しい 差はみられない．感染後7 日になると， 仔猫では

す べて腹腔内に もどっ て お り， そ のときの 大きさは，0

．96×0 ．67　mm　（0．89～1 ．06×0 ．62～0．75） と， 最初の

大 きさの約2 倍に増大しているが，ラ ットの場 合は尚腹



壁筋肉内に とどまっ てお り，そ の大 きさは，　0．70×0 ．36mm

　（0．62～0．74×0 ．33～0．40） と， 殆んど 大 きさには

変化 がみられない．10 日，14 日虫体も尚腹壁筋肉内にみ

られる ものが， もっ とも多 く，こ の時 期の虫体は， 尚7

日の虫体 と全く差はみら れない ．感 染後21 日になる と，

虫体は 漸次移動する ものの如 く 腹壁 筋肉より 更 に深部

の腰部筋肉内に も虫体が検 出されるが， その大きさは，0

．73×0 ．36　mm　（0 ．64～0．77×0 ．29～0．40）とやは り全く

発育はみられ ない，28 日に なると， 虫体は更に腰部筋肉

の他に胸壁の筋肉内 にも見出されるが，胸腔内遊離の虫

体は全くみら れず，そ の大きさは，　0．82×0．41　mm 　（0．74

～0 ．90×0 ．33～0．48） と多 少大 きさを増した と云える程

度であ る．　更にこ れが49 日虫体となっ て 乱　 その大き

さ には殆 んど変化 がない180 日後でも， やは り筋肉内

にみら れると，その大きさは，　0．74×0 ．46mm で， むし

ろ縮 少し てい るとさえ考えられ，こ の大き さは7 日或い

は14 日虫体と殆んど 同じ 大きさである． 従って ラット

の場 合は，感 染後7 日以後180 日の間に殆ん ど成長発育

は みられない と云える．只，ここに甚 だ興味あ るこ とは

感染 後42 日以 後になる と， 極 めて稀であるが， 肺 に虫

嚢 を形成し ているものがみられるが，こ の場合 の虫体の

発育 はよく，42 日の もの3 ．98×2 ．01mm ，　49 日のもの

で5 ．06×3 ．07　mm とな り， これは猫 の肺に 寄生してい

る同時 期の虫体の大きさ と殆ん ど差は ない．然し乍 ら70

日， 及び180 日後に見出された虫嚢内の 虫体で はその大

きさは，　5．42×3 ．22　mm　及び5 ．53×3 ．14　mm で未 だ全

く末 熟で前記 の42 日及び49 日の虫体 と大差は なく，肺

臓 内に侵入 すれば或る程度筋肉内の 虫体に比べて は増大

発育 を示す とはい え，それ以後の 虫嚢内発育 は余 り進展

せず，一部 は剖検所見にみられた様にそ のまま死滅崩壊

す るもののあるこ とが明らかにされ た．之等 の虫嚢 内虫

体の爾後の運命及び発育停滞の理由 について は明 らかで

はない が，本 吸虫の肺臓への臓器親和性 と云 う観 点から

甚 だ興 味深い ．

尚，前実験 と同じく， 虫体の大き さの他 に， 囗吸 盤と

腹吸盤の大きさ も測定し たが， 虫体の発育 の良否 に関係

なく， 腹吸盤は常に 囗吸盤よ りは 大きい値 を 示し てい

る（第3 表）．本種肺吸 虫では宿主 の相異によっ てもこの

関係がが変らないこ とは，本種肺吸 虫の一特 徴と云えよ

う．

又，皮棘の大きさについて も測定し たが， この場合時

日の経過した 虫体で はややそ の観 察が容 易であると云う

以 外大きさの増大 は殆 んど認 められなかっ た．
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b．　虫体の形態学的所 見

前述し た如く，ラ ット体内 では特 殊の例外をのぞき，

感 染後6 時間から，　180　0まで の間 に殆 んど その大き さ

は増していない，こ れらの虫体について，生殖器 の分化

の状況を詳細に観 察し たが，特に著しい分化発育 は認 め

られず，丁度猫 では， 腹壁筋肉内から腹腔に もどっ た時

期，即 ち感染後7 日の虫体の発育分化 の程度 とほぼ一致

している．

即ち，6 時間 ，2 日，5 日の虫 体で は，脱嚢 直後の虫

体 と全 く変 りは認められない．7 日虫体（写真7 ）では 睾

丸の原基細胞集団 は，ややその細胞数 を増し ，増大が認

めら れる程度 で，それ以外の臓器 には殆 んど変化は認 め

られ ない ．28日以後の虫体（写真8 ）では，卵巣の原基細

胞 とし て腹吸盤 の下縁に認 められ てい た細胞群は，やや

細胞数 も増し ，一部索状又は瘤状 に細胞 群がのびている

のが認 めら れる．睾丸はその大 きさを恆かに増大する と

共に， 索状又 は瘤状の突起らし きものが認められ，前記

虫体よりやや 分化が認 められ る． この時期の虫体 が仔猫

体内 に お ける7 日後の 虫 体とほぼ 一致し た 所 見 と云 え

る．

49 日虫体（写真9 及び18 ）及び180 日虫体 もこの28

口虫体とほぼ同じで，それ以上 の分化発育 は認 めら れな

い． 尚穿刺棘については特 に注 意し て観察したが感染 後5

日乃至6 回前後に至るまで は尚可成 り鮮明にみ とめら

れたが10 日及び14 回虫体におい てはその観察標本 の一

部 に非 定型 を示す萎縮変形し たものの存在がみ とめられ

時 日の経過と共に次第に消失し てゆく過程が うかがわれ

た．今 回観察された 標本で は14 日以 後の虫体に は もは

や穿刺 隸の確認は出来 なかっ た．

要す るに，ラット体内では如 何に長期間筋肉内 に滞 溜

してい て 払 その発育 の程度 は， 仔猫体内の7 日虫体 と

同 程度 で，肺臓に移行しない隕 卵 乱 それ以上 の発育 は

不可能 であるこ とが明ら かとなっ た．

次 に例外的ではある が， ラット体内で， 感染後42 日

以 後におい て肺臓内に移行し た虫体の形態所 見につい て

簡 単に附記す る．

囗吸盤及び腹吸盤の 筋肉 細胞 は著し くその数 を増 し，

それぞれの径の増大が みら れる．同時に皮質下筋 細胞 も

原形 質白体の増大 と数的増加 並びにその配列 が極めて鮮

明かっ 密であ る．

角皮 下筋組織 と屈曲せる湯 管の間及び両側腸管 の内側

即ち， 虫体中心部よ りの体組織内に数 個の細胞群 が島状

に多数 分布しているの が認 められる．　これら の細胞集 団

（　27　）



190

は`不分明 ながら腺 様構造 がうかがわれ，明ら かに卵黄巣

の かなり著明 な発育 と考えられる．これらの島状の腺組

五織は 比較的 虫体の前1／4及び後1／3においてやや分布 が密で

．あ る，両 側第二腸 管屈曲部を結ぶ卵黄管は明ら かに存在

し てい る．

腹吸盤 直下には かなり大きな細胞集団が2 個認 められ

ーその1 つ は不 規則 な分枝 をなしてお り，核 クロマチ ンの

裲 めて膿 密な細胞集 団であるこ とから，明ら かに卵巣組

殲 と推察 される． 他の一 群の細胞集団は比較的 クロマチ

ンの量 が少 なく， 前者の細胞集団 より境 界が不鮮明で あ

るが，そ の位置的 関係から， 子宮組織の発育段階 にある

韶 胞集団 と思 われるが， 未だ子宮内腔の形成 は全 く認 め

られ てい ない ．然 し乍ら，卵巣 と同様に同時期 の筋 肉内

＝にみ られ た虫体の組織に比べては かなり著明 な発育 を示

してい る． ほぼ同時期（40 日）の猫の胸腔 よりとり出 さ

れ た標本 と比較し てみると，猫の場合では，既 に卵巣 は

’定型的分枝 を示し ており，子宮内腔の形成，卵黄管内 の

卵 黄顆粒 の充 満等 の所 見と比べて，本虫体では，は るか

に発育 が遅延して いる．

次 に睾丸 では定 位置に 左右ほぼ 対称的に，数 十 個の

：細胞集団 とし て存 在が明らかである．然し乍ら，単に数

荊 の増加 が認 めら れる程度で定型的な形態には程遠い も

の があ る．上述 の猫 よりの標本 では， 睾丸の形態はほぼ

定 型 に近 く 発育し てい る のに比べて， 著しい 差異 があ

る．

総括及び考察

ウェステルマン肺吸虫の終宿主体内移行経路に関する

研究は，中川（1915）により本種肺吸虫の第二中間宿主が

淡水産のカニであることが明らかにされ，本種メタセル

カリアが容易に入手し得る様に なって以来，横川（定）

く1915），安藤（1915），中川（工915）によって実験的に種々

検討されて，その移行経路の大綱が明らかにされた．

即ち，横川（定）は経口的に投与されたメタセルカリア

は小腸に達した後，始めて脱嚢し，小腸中下部に至る間

で小腸壁を穿通し腹腔内に移行するが，これに要する時

間は約5 時間であるとした．

而して，腹腔内の虫体は5 ～7 日後には横隔膜を穿通

し，胸腔内に侵入しはじめ，20日以後に胸腔内の虫体は

肺肋膜面より肺臓内に侵入し漸次発育して虫嚢を形成し

ほぼ80 ～90日で成熟産卵するに至ると云う．

安藤，中川も諸種の動物実験からほぼ横川（定）の移行

説に賛同し，以後，本移行経路について何ら疑義がもた

（　28　）

れない ままに今日に至っ た．

ところ 昿 横川（宗）ら（1961）は本種肺吸 虫の終 宿主 体

内移行経路 をEvans －blue法を用いて新しい 観点 から再

検討し，好適 及び非好適 宿主 体内においては 虫体の移行

経路に著明 な差 異が認 められるこ と，及び好適宿主 の従

来 の移行経路 にも種々追加， 検討すべき新しい知 見を明

ら かにし た． 即 ち，「これまで感染直後 なお 日の浅い時

期 において は， その虫体の大きさが小 さく， 虫体の検出

が容易 でないところから， その移行経路 を明ら かにす る

上 に甚 だ困難 が伴 なっ たのであっ たが，　Evans－blue法 を

用い ることにより， 虫体の組織内侵入部位には青 色斑 が

出現し，肉眼的 によく識 別し得るこ とが明ら かにされた．

特 に何 れの時期を問 わずその検出率が一定してい ること

から，経時的 観察において殆ど虫体の見の がし なく， 正

確 にそ の移行 経路 を追 究することに成功し た．」即 ち 横

川（宗）らは， ウェ ステ ルマン肺吸虫の好適宿主の場合 の

移行経路は， 腸管穿通 は主 とし てyJヽ腸中下部で，早 くは30

分で腸壁 穿通 虫体を認 め，3 時間にして既に腹腔内 に

遊離 虫体 の出現 を認 めた． しかる後，24時間以後 におい

て，一 たんす べての虫体は腹壁 筋肉内に移行し，再び腹

腔内に移行す るこ とを明 らかにし た．これ と同時 に虫体

の発育状況 を観 察し， この筋 肉内移行期に虫体の著明 な

発育を示すこ とを確認し，安藤（1917）が動物実験 によっ

て認 めた感染後7 ～8 日目に腹腔内に見出された急激 に

増大し た氏 の第二幼弱期 の虫体が， 実は腹腔内再移行 虫

体であ るこ とを明らかにした．

安藤に よれば， 仔猫 にて14 日目で肝表面， 腹腔，腸

間膜よ り虫 体を検 出し，そ の大きさは1 ．4　mm　X　0．8　mm

であり，ラッ トで は13 日目に 腹壁内に虫体を 検出し，1

．0mmX0 ．5mm モルモット では16 日目に 腹壁の 虫体

で1 ．1　mm　X　0．45　mm であっ たと報告してい る．

一 方，横川（宗）らは非好適宿主 の場合には，感染後24

時間以後に腹壁筋肉内 に侵入し た虫体の大部分は再び腹

腔内に移行す るこ とな く長 く腹壁筋肉内に止り，或い は

更に大腿， 腰部等 の 深部筋 組織内に侵入 するので あっ

て，その大き さの増大 も極 めて遅 延しており，好適宿主

の場合 と 明 らか に著しい 差 異のある こ とを明ら か にし

た．

著者はここに，好適宿主及び 非好適宿主体内におけ る

ウェ ステルマ ン肺吸 虫の体内移行部 位と関連した発育状

況 を虫体の大き さの増大，内部臓 器殊に生殖器官を中心

とした発育の形態学， 口吸盤及び腹吸盤 の増大並びに皮

辣 の発育 等を詳細に比較観察し た．従来， ウェ ステルマ



ン肺 吸虫の虫体の終宿主体内発育について の記載 は甚 だ

少 なく， 前述 した横川（定），安藤等のノJヽ動物 を用い ての

二，三の記載があるが，これら も只単 に感 染後の時間のみ

に重点をおき，虫体の大略 の増大 を計 測し た程 度であっ

て， ここに著者がなした様な寄 生部位 或い は寄生臓器に

重点をおき，しか も生殖器 を中心 とし た形 態学的所 見に

ついての報告は見 当らない ．

今回得られた成績の仔細 につい ては実験成績におい既

に記載した通りであ り，要 は好適宿主 （仔猫） の 体内に

おける 虫体 の発育 と非好適 宿主 （ラット） 体内のそれ と

は著しい差異 が認 められた．換 言すれば上述の虫体の個

々 の発育所 見が宿主 の差異並びにそれぞれの宿主 体内移

行経路若し くは寄生部 位に伴う差異 として理解 され た点

が重要であると思われる．

今 ここに今回得 られた成績を総括して二，三 の考 察を

試 みるこ とにする．

工） ウェ ステルマ ン肺吸虫 の好適宿主 体内 移行経路 と

虫体の増大及び生殖器を中心 とし た形態学的発育 との関

係について

本種肺吸虫の好適宿主 体内移行経路 に伴う虫体の増大

の程度を，計測値のみの点 から概観す れば， 先に実験成

績において記載した如く，感染後6 時 間の虫体の大きさ

は，　0．49×0 ．30mm 前後であっ たものが，感 染後3 日目

頃よ り次第に増大し，7 日前後 には感 染直後の2 倍大と

なっている． この時期 は体内 移行経 路の上から見れば，

度々述べ た様 に虫体が腹壁筋 肉内より腹腔内へ再移行し

た時期 に相当す る． これが先に安藤が第二幼弱期の虫体

と称し たものに当 るわけで， この発育は腹壁筋肉内で行

われ ることが明 らかにされ， ここに腹壁筋肉内侵入 に重

要 な意義 かおるこ とが証 明された訳である．この時期 を

過 ぎた虫体は腹腔から横隔膜を穿通し胸腔へ と移行する

が， 胸腔へ移 行を終っ た 工4日虫体では，　1．59×1 ．01mm

であるが，21 日では2 ．46×1 ．37　mm と急激に 増大し，

既 に虫嚢 を 形成し た42 回虫体 では4 ．45×2 ．76　mm，　60

日虫体では5 ．38×3．24　mm とな り，67 日には そ の大き

さは6 ．50×3 ．94　mm　とな り， 既に完全 に成熟し 産 卵を

始 めている．21日頃に始めて肺臓 に侵入し 虫嚢 を形成し67

回の成 熟期に達するまで に虫体 の大き さも2 ．46×1．37mm

から6 ．50×3 ．94　mm と約3 倍弱に増大して いるこ

とは，驚くべき速度 と思 われ る．尚， この時期に未だ胸

腔或いは腹腔に見られ る虫体は幼 弱虫体であるこ とを考

える と，肺臓内 侵入 と云 うこ とが虫体の成 熟過程に重大

な意義を もっ ている ものと推 察される．このことは，ラ
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ツト体内での180 日に至る も筋 肉内虫体は殆ん ど発育し

ない が，42 日頃でたまたま肺臓 内に侵入し た虫体が，猫’

（好 適宿主）の肺臓内 に 見出される同時期の 虫体 とほぼ’

同じ 発育を示しているこ とと考え合わせて興味深い ．

尚67 日で成熟に達し た虫体は，90 日後には 更 に発育

し 約2 倍弱に増大し，　281 日，　720　nと時 日の経 過と共・

に更に増大をつづけ，　720日では67 日目 の成熟 期虫体の

約3 倍大に達してい る． 虫体の大きさは寄生数 及び宿主T

の栄養そ の他に影響 されるこ とは勿論である が，成 熟後

も時日の経 過と共 に増大 するこ とは，明ら かである．只

これは犬 の場 合であ るが，6 年以上を経 過し た虫体では2

年後 の虫体に比し 著し く縮少し，又，各 種臓器に退行

変性が認 められてい るので，猫 の場 合も恐 らく，この時

期に なる と老化的 な変性現象が現 われてくるもの と想像

され るが，本 種肺吸虫の寿命 と関連し て興味深い点 と思

われる．

上述 の感染後種々 の時間的経 過に伴っ た虫体の形態学

的 分化 については，ほ ぼ前記 虫体の増大時期 と平行し て

い るこ とが明らかにされた．ここ では簡単にそ の臓 器別l

にその発育分化の状況を まとめてみたい．

（1）卵巣

6 時間よ り48 時間， 更 に5 日の間におけ る 卵巣 は，

クロマチン 豊富 な濃染し た 細胞 集団 として 十 数 個が集 一

塊をなして配列し てお り， 必ずし も未 だ数的 な増加は認．

め難い．7 日後 の虫体，即 ち腹壁筋肉から腹 腔へもどっ

た虫体では， はじ めて 一部 瘤状の 突起を認 める 様にな

り，そ の先端 に特 に強い好 塩基性を示す細胞集 団を認 め

る．10 日後で は原 基組織は太い 枳棒状を なし，3 ～4 個：

の細胞集団 より構成 されているこ とが認 められる．14日

後 では5 個の短 く太い 突起を形 成してい る状 態がうかがi

わ れ，21 日の肺臓内侵入期の虫体 では漸 く指 状突起 とし

てそ の分枝 が明らかにな り，42 日後 では不完全ながら，

ほ ぼ本種 特有の6 個の分枝を示し，67 日では成熟完成し

た像 となる，67日の成熟後 も卵巣 は， 虫体の増大に伴い

や はり増大を示している．

（2） 睾丸

睾丸 も7 日後に至る と 細胞群 が 十 数 個づっ 塊っ て集

塊 をなし， これが相連って瘤状 を呈している．時 には4

～5 個の突起 と思 われる ものもあり，前期 虫体 に比べて

そ の分化の状況が著明であ る．10日後では細胞集団 は扇

状， 島状， 或いは弓状に配列し てい る． これ が21 日に

至る とその形態は更に著明 となり，4 ～5 個 の分枝 を示

す様にな り，42 日で は5 ～6 本 の棍棒状分枝 は明瞭 とな

（　29　）
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る．60 日後では， 大きさ， 位置， 形態 共に定型的 とな

り，67 則こ至っ て成熟完成す る．

（3）子宮

子宮の原基組織 と考えられる ものは， はし めの うちは

確認出来ないが，7 日後に至っ て次第にその存在が明ら

かになっ て來っっ あ り，10 日後 におい てはじ めて，卵巣

組織の1 側 に隣接して 細胞群 が索状 に増殖し1 ～2 列に

配列して い るものが認 められる． 更 に14 日後では細胞

集 団は凹凸不規則な島状 をなし，21 日後に至っ て，はじ

めて，帯状 に数列 の細胞索 が先端 鈍円な棍棒状をなして

のび，内皮細胞様の形態学的変化 を示し， 管腔様形成の

像が明らか となる，42 日に至っ て子宮 腔の形成は明らか

となり管腔 が迂曲してい る像が認 められる．腔内に卵黄

顆粒を もっ 細胞群があるが，卵殻形成 は未だ認められな

い ，60 日では管腔は迂 曲し一部糸巻様 にからまり合い 管

腔 内の顆粒物質は一部均質に融合して卵殻形成 の初 期像

を思わせる像がある．67 日では卵殻形成 が認 められる．

（4）卵黄巣

6 時間よ り48 時間後までは， 卵 黄巣原基細胞 として1

～2 個の細胞の集ま りが認 められ るが，こ の部に同時

に存在する筋細皀 体肉細胞等 とそ の形態 学的 識別は必

ずし も容易ではない．しか るに5 日後に至っ て虫体の左

右両 側の筋細胞の直下，或いはやや 内側に傴し た部 にク

ロマチンの豊富な細胞 が2 ～3 イ固づっ点 在し， 境界もか

なり鮮明 となり，体肉細胞 とはか なり性 格を異にし た細

胞 とし て認められるよ うに なり，本 組織 は明らかに卵黄

巣 の原基 と推察される． こ の細胞は10 日後に至り 更に

鮮 明に発育し て口吸盤の上縁よ り両側腸管 結合部に至る

体肉内に比較的濃密に分布して来る．21 日後 に至っ て原

形 質は更 に強塩基性を示し，中に顆粒 の散 見されるもの

も認 められ，特有な腺組織を形成しつっあ る過程が確認

される．42日では更にその細胞数は増加し，60 日では樹

技状 ，末端部で島状 とな り，ほぼ完成 された形 態と分布

を示す様になり，67 口に至って定型的 の腺 構造 が完成 さ

れた所見が得られ た．

（5）卵黄管

14日後 におい て始 めて認められるが， 虫体の染色性 の

差異 からそ れ以前 の時期の虫体については，必ずし もそ

の発現時 期は 決定し 難い所 見であっ た．21 日後で は，

か なり太い帯状導 管とし て認 められ，ほぼ正中線で膨大

部 が形成 され成熟 虫体に近い 形態的特徴を具備しつつあ

るものが多い，42 日後におい ては膨大部に卵黄 顆粒 と思

わ れる黄褐色の 油滴状 物質が 充満してい る．60 日より

（30 ）

67 日に至 り増殖分 化し て成 熟型へ と達する．

（6） メーリス腺

21日後 の虫体において，始めてその形成像 が認 められ

た．即 ち， 卵巣 の基部 と子宮組織の細胞集塊 を連 結する

部 におい て， クロマチン豊富な細胞 が放射状 に集塊 し中

心部 は淡染した組織構造を示しメー リス腺組 織を推 察せ

し める．本 腺組織の発現又は完成時期について は各 虫体

につい ての染色性の良否等が関係してお り， ために必 ず

し も確 実に推察するこ とが出来な かっ た．

（7） 穿刺棘

6 時 間後では透光性をおびて判然 と認 めら れるが，4

日後 でも認 めるもの もかな り多く存在し たが，既 に消失

し たものもあり，全虫体が必ずし も一様に消失す るもの

で はない と思われる．即 ち感染後5 日乃至7 日虫体に於

い ても尚そ の1 部に明らかに萎縮，変形し たとはいえそ

の存 在が確認出来る もの があ り（写真10 ），稀 に10 日虫

体 に於いて も尚穿刺棘を有している もの があっ た．一般

に穿刺隷は メタセルカリアの時期においては セルカリア

のそ れに比較 して小さく終宿主侵入後は早晩消失 するも

のと考 えられている，　さきに宮崎（1940 ）は大平肺吸 虫メ

タセルカリアを白鼠に経口投与実験 を行 なっ た際，感 染

後15 日の虫体の少数に尚穿刺棘の残遺 をみ とめたが，20

日虫体におい てもはや確認出来なかっ た とし，最近大 倉

（1963）も又4 日虫体において1 部消失 がみら れたが，10

日虫体におい ても尚みとめられたもの があっ たと述 べて

い る．今回著 者の行なっ たウェ ステルマ ン肺吸 虫の好適

宿主猫 侵入後 の穿刺煉消失の時期的関係 もこ れに類似 し

てお り後述 ナる様に非好適宿主ラットの揚合 と雖 えども10

日虫体まで尚みとめられている．穿刺隷 の役割 につ い

ては セルカリアの時期にのみ必要である か，更に終宿主

侵入に際し或 はそれ以 後の腸壁や腹壁等の組織穿通に際

し，何等 かの必 要性 を保持 しているか否 か尚推測の域 を

出 ない が興 味がある．

以上述べ た如 く， 虫体の形態 学的 分化の状況 もそ の大

き さの増大 と 共 に7 日後及び21 日後 と二つの やや顕著

な発育の山 を示す ことが明らかにされた．虫体の発育増

大に伴い 囗吸盤， 腹吸盤 も又一 様に増大する が，如何 な

る時期において も本種肺吸 虫では腹吸盤の方が 口吸盤 よ

りも大きいこ とが明らかにされた．又 皮棘もその大き さ

は虫体の増大 と共 に増大し てゆくが， その部位的変化や

数的増加は認 められない様 である．

2） 非好適宿主体内移行経路 と虫体の増大及び生殖器

を中心 とした形態学的発育 との関係につい て



非好適宿主（ラット）体内における虫体の大きさにつ

いては，先に実験成績において記載した通りであるが，

感染後6 時間の虫体の大きさは0 ．49×0．29　mmであり，7

日後では，　0．70×0．36　mm となり，この時期までは

好適宿主（仔猫）の場合と大差はないが，　210，　280に

至っても虫体の大きさの増大は殆んど見られず3　180日

でも0．74×0．46　mmであり発育はみられない．

形態学的な発育分化についてみても，その発育は極め

て緩慢，且つ遅延していることが始めてわかった．即ち280

日の虫体ではその大きさは感染直後の約2 倍に増大

はしたが，これとて好適宿主の場合の7 日位に相当して

おり，生殖器等の発育も非常に遅延していることが認め

られる．移行経路の面からみると，24時間前後において

腹壁筋肉内に穿入した虫体は7 日以上になっても再び腹

腔内に移行することなく，更に180 日に至る種々の観察

期間において実証された様に筋肉内に長く止って殆んど

増大発育しないことが確認された．各臓器別の発育をみ

ても殆んど著しい発育は認められなかった．即ち卵巣に

ついてみても，7 日後で僥かにその細胞数を増し，　14　9

より更に21 卩虫体では一部索状に延びた細胞群を認め

る場合があるが，49日，更に180 日に至っても殆んど増

殖分化は認められず，好適宿主の場合の一週間後の虫体

の所見に止っている．睾丸，卵黄巣についても同様で，

子宮は180 日に至るも細胞の数的増加を僅かに認めるの

みで子宮腔の形成は全く認められなかった．

さきに安藤（1920）は感染後158 日目のラットの筋肉内

に見出した虫体は殆んど発育を示さなかったと報告して

いることは，この点大いに興味がある．

ところが，42 日，49 日，70 日及び180 日において極

めて少数であるが，胸腔へ移行した虫体がみられたが，

この場合その肺臓内に虫嚢が形成されており，これらの

虫体は42 日前後の猫の肺臓虫嚢内に認められた虫体と

ほぼ同じ発育を示しているが，180 日後のものでも成熟

に達するものは認められなかった．しかも70 日及び180

日経過のものでは，虫嚢内は壊死物質で充されている場

合もあるので，これ以上の発育は行われないと考えられ

る．然しラット体内でも肺に移行した虫体は或る程度ま

での発育が営まれることは甚だ興味深い．

尚穿刺棘については4 ～5 日虫体の1 部には既に消失

したものもあったが，10日虫体において尚明かに変形萎

縮した穿刺棘をみとめうるものがあった．

3） 好適宿主及び非好適宿主体内における虫体の発育

上の差異についての考察
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著者は以上ここに好適宿主及び非好適宿主体内移行経

路に伴う虫体の大きさ並びに形態学的分化の推移を観察

し，両者の間に著しい差異のあることを認めた．

何故に好適宿主と非好適宿主とその移行経路を異にす

るか，或いはその発育上に著しい差異を生ずるかについ

ては明らかでないが，感染初期，腹壁筋肉内において，

一定の発育をすると云う点は好適，非好適を問わず全く

同様であるが，これ以後の発育分化の進展に差異が生ず

ることが始めて明らかにされた．このことはウェステル

マン肺吸虫の宿主特異性を考察する上に極めて重要且つ

興味あることと思われる．

本種肺吸虫の虫体が腹壁筋肉内に移行するメカニズム

について払　なお推察の域を出ないが，極めて幼弱な

虫体が筋肉或いは筋間結合織内に侵入して，この邯にお

いて主として存在するグリコーゲンを始めとする栄養物

を摂取するものと考えられるが，その生化学的若しくは

組織化学的意味づけにっいて払 なお今後の検討が望ま

れる．好適宿主である猫では肺臓内において始めて成熟

すること，スラットでも稀に肺臓内に到達したもののみ

が成熟はしないが，かなりの程度まで発育することも興

味ある問題である．

尚，横川（宗）らも指摘している様に非好適宿主の場合

では時問の経過と共に，更に深部の筋肉内に移行する虫

体が増加すると云うことは，恰も犬蛔虫がラット，マウ

スその他人体を含めての非好適宿主にあっては，そのま

ま発育しないで各種の組織内を移行する，　Viscera囗ar－va

migrans　の現象と類似しており， 肺吸虫の場合にし

ばしば認められる迷入，又は異所寄生の発症機転と何ら

かの関連性が推察される．

最近，大倉（1963）は大平肺吸虫について好適宿主ラッ

トにおいて，その移行経路を仔細に観察し，ウェステル

マン肺吸虫の場合とは種々の点について，かなり差異の

多いことを明らかにした．両種肺吸虫の種の相違により

その移行経路をかなり異にし，その発育及び成熟にも著

しい差異の認められたことは，肺吸虫の宿主特異性並び

に臓器親和性の観点からはもとより，本種肺吸虫の他種

肺吸虫に対する種族発生学的な観点からも興味が持たれ

る．

（　31　）

ま と め

ウェステルマン肺吸虫の好適及び非好適宿主体内移行

経路に伴う虫体の発育状況について，その虫体の計測値

及び生殖器を中心とした形態学的分化の観察所見より次
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の如き結果 が得られた．

1）好適宿主 （仔猫）では感染 後7 日頃， 即ち腹壁筋肉

内より腹腔再移行 の時期におい て著しい 発育分化 が認め

られた．しかして，それ以後 の虫体 の移行経路に伴っ て

徐 々に発育がみられる が，肺臓 内移行の時 期である3 週

前後では急激に成熟型に近づき，67 日前後 におい て成熟

するこ とを認めた・

2）　67 日前後で虫体は成熟する が， それ以後 も時 日の

経 過と共に増大し，約2 年後には3 倍大 に達す ることも

認 められた．

3） 囗吸盤，腹吸盤及び皮辣 も虫体の増 大と共 に大き

くなるが，何時の時期で も本種肺吸 虫では腹吸盤の方が

口吸 盤より大きいこ とも明ら かにされた．

4） 非好適宿主 （ラット）では好適宿主 の場 合と著し

く異なり，感染後7 日前後におい て腹壁筋 肉内 に侵 入し

てい る虫体はやや増大する が，それ以後180 日に至 るま

で虫体の大きさ，形態学的発育は共 に緩慢 であり， その

虫体も大部分は深部筋組織内に侵入し，殆 んど発育 は認

められなかっ た．

5） ラットにおいて も，偶然 に肺 臓に侵入し たもので

は，かなりの程度まで発育するこ とが明らかとなっ た．6

） 以 上，両 宿主体内におけ るウェ ステルマン肺吸 虫

の発育 に著しい差異の認められ たこ とは，肺吸 虫の宿主

特 異性，並びに生物学的な観点 から興 味あることと思わ

れた．

稿 を終る に臨 み，終始御 指導と御 校閲下さっ た恩師横

川教授に深 く感謝 の意 を表 すると共 に，種々御助言を与

えて下 さっ た吉村助 教授並 びに教室 員諸 氏に深 く謝意 を

表します．
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STUDIES　ON　THE　DEVELOPMENT　OF　PARAGONIMUS　wE：STERMAN！　（KERBERT，／878）BRAUN

リ899　1N　THE　FAVORABLE　AND　UNFAVORABLE　HOSTS

Meisuke　TAKIZAWA

｛Depa Γtment 　of 凡irasitology ，　Scho 。I　of　Medicine ，　C，みiba　Univ 。，ぷ印 ，C みiba，ゐ 戸an）

The　worms　recovered　from　the　both　favorable　and　unfaborable　hosts 　（cats　and　rats）　whichwere　respectively　infected

with　20　to　50　metacercariae　of　j ）。・a，aたr。lani　were　used　for　thecomparative　study　of　the　development　of　the　worms

．

The　worms　were　periodically　collected　from　the　infected　animals　from　6　hours　to　90　days

after　infection　in　the　cats　and　from　6　hours　to　180　days　after　infection　in　the　rats　by　means　of

Evans －blue　techniques．　The　size　of　the　whole　worm ，　oral　and　ventral　suckers　and　cuticularspines　besides　the　morphological　differentiation　of　the　inner　structure

，　especially　of　the　reproductiveorgans

　of　the　worms　were　eχamined　in　each　specimen ．

The　marked　development　of　the　worms　in　the　cats　was　seen　about　7　days　after　infection ．The

worms　in　this　stage　were　apparently　suspected　to　be　re－entering　worms　from　the　abdominalwalls　into　the　abdominal　cavity　and　they　seemed　to　be　corresponding　to　the　second　stage

】arvae

pointed　out　by　Ando ，　R．　（1917 ）．

The 　remarkable　increase　of　the　size　of　the　worms　was　seen　again　in　the　stage　of　thepenetration　into　the　lungs　and　their　maturation　was　morphologically　detected　about　67　days　afterinfection

．　The　enlargement　of　the　diameter　of　the　oral　and　ventral　suckers　and　cuticular　spinesof　the　worms　recovered　from　the　cats　were　coincident　with　the　increase　of　the　size　and　morpho

－logical

development　of　the　worms ．　ln　addition，　the　size　of　the　ventral　sucker　was　a】ways　largerthan　the　ora

］sucker ．

0n　the　other　hand ，　the　worms　still　recovered　from　the　muse ］e　tissues　of　the　abdominaland　pleural　walls　of　the　rats　from　5　to　180　days

after　infection　did　not　show　the　significant

development　of　the　size　and　the　inner　organs，　even　though　the　ages　of　the　worms　were　180　days．The

worms 　accidentally　penetrated　into　the　lungs　of　the　rats　more　than　42　days　afterinfection　manifested　the　significant　increase　of　the　body　size

．　However ，　they　were　still　far　fromthe　maturation

．

Conclusively ，　the　different　grade　of　the　development　of　にwoj だrm αni　were 　clear】y　givenbetween　cats　and

rats　as　the　final　hosts　in　which　they　had　the　quite　different　pattern　of　the

course　of　migration ．

The　interests　of　the　host－specifity　of　R　7むestermani 　were　presented　in　this　study．

（　37　）




